
 

 

 
 

 

 
全
国
会
長
会
議
に
参
加
し
て  

塚
本 

哲 

5
月
24
、
25
日
で
全
国
会
長
会
議
に
参
加
し
て
来
ま
し
た
。  

仙
台
、
名
古
屋
、
広
島
の
3
会
場
で
行
な
わ
れ
大
阪
の
民
間
は
、

名
古
屋
会
場
に
集
結
し
中
部
か
ら
西
関
東
地
域
の
民
商
か
ら
約
160

名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
会
議
で
は
「
署
名
を
軸
と
し
た
対
話
と
紹

介
に
よ
る
組
織
づ
く
り
の
教
訓
と
課
題
」 

「
民
商
運
動
の
歴
史
と

理
念
を
土
台
に
方
針
の
理
解
を
深
め
る
」
「
集
ま
っ
て
話
し
合
う
、

知
っ
て
知
ら
せ
て
組
織
す
る
、
運
動
し
つ
つ
学
ぶ
、
な
ど
の
民
商
運

動
の
定
石
の
意
識
を
深
め
て
生
か
す
」
を
基
本
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

全
体
会
分
散
会
を
通
し
て
感
じ
た
事
は
、
や
は
り
顔
を
合
わ
せ
て
話

し
合
う
事
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
事
、
集
ま
ら
な
け
れ
ば
感
じ
る
事

が
少
な
い
と
思
い
ま
す
。  

「
う
ち
の
青
年
部
長
は
、
活
動
も
せ
ず
会
議
に
も
出
な
か
っ
た
が

全
国
青
年
協
議
会
に
参
加
し
て
か
ら
活
動
が
活
発
に
な
り
、
大
き
な

変
化
が
み
ら
れ
た
」
「
民
商
の
質
を
上
げ
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
か
」
「
役
員
・
会
員
の
つ
な
が
り
を
ラ
イ
ン
や
リ
ア
ル
を
含
め
活

感
に
行
な
い
活
動
の
あ
と
に
は
反
省
会
を
す
る
」 

「
会
議
や
催
し

の
呼
び
か
け
は
で
き
る
だ
け
電
話
で
」
な
ど
、
ど
の
民
商
の
会
長
さ

ん
も
人
間
同
士
の
つ
な
が
り
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
ら
れ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
吹
田
民
商
で
も
人
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
、
活
動
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

強
権
的
な
社
保
料
の
滞
納
整
理
の
相
談 

社
会
保
険
料
滞
納
で
法
人
経
営
の
方
か
ら
立
て
続
け
に
相
談
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
お
一
人
は
建
設
業
で
す
で
に
一
度
、
取
引
先
の

売
掛
金
を
差
押
え
・
換
価
（
滞
納
保
険
料
に
充
当
）
さ
れ
、
取
引
を

停
止
。
さ
ら
に
も
う
一
つ
の
取
引
先
の
売
掛
金
も
差
押
え
・
換
価
に
。

相
談
を
受
け
て
す
ぐ
に
年
金
事
務
所
に
抗
議
に
行
き
ま
し
た
が
、
担

当
者
が
不
在
で
も
う
一
度
行
く
予
定
で
す
。
そ
の
後
も
う
お
一
人
か

ら
相
談
が
入
り
、
年
金
事
務
所
か
ら
売
掛
金
の
差
押
え
予
告
通
知
を

受
け
た
と
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
社
会
保
険
料
の
分
割
納
付

は
納
付
計
画
を
組
ん
で
か
ら
換
価
の
猶
予
の
適
用
を
求
め
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
お
困
り
の
方
が
い
れ
ば
民
商
へ
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。 

 

伝
言
板 

記
帳
会 

6
月
8
日
（
日
）
10
時
00
分 

民
商
会
館 

7
月
6
日
（
日
）
10
時
00
分 

民
商
会
館 

持
ち
物 

記
帳
に
必
要
な
用
紙
（
ノ
ー
ト
等
）
も
し
く
は
パ
ソ
コ
ン 

伝
票
や
領
収
書
、
請
求
書
、
事
業
用
の
預
金
通
帳
な
ど
原
始
資
料 

紙
の
ノ
ー
ト
や
パ
ソ
コ
ン
ど
ん
な
記
帳
方
法
で
も
構
い
ま
せ
ん
。 

 

第
18
回 

松
本
ヒ
ロ
＆
西
谷
文
和 

テ
レ
ビ
で
は
見
ら
れ
な
い
コ
コ
だ
け
の
コ
ラ
ボ 

6
月
20
日
（
金
）
18
時
30
分 

メ
イ
シ
ア
タ
ー 

主
催
：
イ
ラ
ク
の
子
ど
も
を
救
う
会 

☏06-6170
-4757 

前
売
券
２
０
０
０
円
・
当
日
券
２
５
０
０
年
（
学
生
・
障
が
い
者
１

０
０
０
円
）
民
商
共
済
会
加
入
者
に
は
か
ら
500
円
補
助
し
ま
す
。 

国
民
健
康
保
険
料
の
通
知 

6
月
中
旬
に
届
き
ま
す
。
今
年
の
保
険
料
は
若
干
料
率
が
下
が

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
昨
年
か
ら
大
阪
府
で
保
険
料
が
統
一
化
さ
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
保
険
料
が
高
す
ぎ
た
た
め
、
ど
の
市
町
村
で
も
国
保

財
政
が
か
な
り
の
黒
字
に
な
っ
た
た
め
で
す
。
統
一
化
前
と
比
較
す

れ
ば
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
40
歳
以
上
の
夫
婦
と
こ
ど
も
一
人
の

3
人
家
族
で
所
得
360
万
円
の
自
営
業
を
ケ
ー
ス
と
し
て
保
険
料
を

計
算
し
た
場
合
に
は
、
令
和
5
年
度
で
は
約
65
万
円
で
す
が
、
令

和
7
年
度
で
は
69
万
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。
払
い
た
く
て
も
払
え

な
い
ほ
ど
高
す
ぎ
る
保
険
料
は
引
き
下
げ
る
よ
う
に
運
動
し
な
が
ら
、

諦
め
ず
に
減
免
申
請
を
し
ま
し
ょ
う
。 

令和7年度 令和6年度令和5年度 令和7年度令和6年度令和5年度

所得割 9.30% 9.56% 9.00% 所得割 294,810 303,052 285,300

均等割 34,424 35,040 26,727 均等割 103,272 105,120 80,181

平等割 33,574 34,803 33,296 平等割 33,574 34,803 33,296

限度額 650,000 650,000 650,000 小計 431,656 442,975 398,777

所得割 3.02% 3.12% 2.93% 所得割 95,734 98,904 92,881

均等割 11,034 11,167 8,754 均等割 33,102 33,501 26,262

平等割 10,761 11,091 10,905 平等割 10,761 11,091 10,905

限度額 240,000 220,000 220,000 小計 139,597 143,496 130,048

所得割 2.56% 2.64% 2.73% 所得割 81,152 83,688 86,541

均等割 18,784 19,389 15,347 均等割 37,568 38,778 30,694

平等割 0 0 1,973 平等割 0 0 1,973

限度額 170,000 170,000 170,000 小計 118,720 122,466 119,208

1,060,000 1,040,000 1,040,000 689,973 708,937 648,033

40歳以上夫婦・子1

人で所得360万円

医
療
分

支
援
金
分

介
護
分

医
療
分

支
援
金
分

介
護
分

合計限度額合計

 

 

国
民
健
康
保
険
料 

減
免
申
請
会 

6
月
17
日
（
火
）
14
時
00
分 

民
商
会
館 

6
月
20
日
（
金
）
19
時
00
分 

民
商
会
館 

6
月
23
日
（
月
）
14
時
00
分 

民
商
会
館 

6
月
25
日
（
水
）
19
時
00
分 

民
商
会
館 

収
支
計
算
書
（
昨
年
分
と
今
年
5
月
分
ま
で
）
と
保
険
料
の
決
定

通
知
書
、
筆
記
用
具
と
電
卓
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

 


